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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は祖先崇拝の成立 ･存続 ･衰類の社会的要因および祖先崇拝が社会に及ぼす影響を究明したもの
であって, すべての論攻はロ- マ ･ 中国 ･ 日本を中心とし古今東西にわたって渉猟された資料によって実
証的に裏付けされている｡
まず第- 章においては, 祖先崇韓の本質は, 祖霊に対 して子孫が愛慕崇拝の感情を抱 くとともに, 祖霊
に超自然的な力を認めて, これによる庇護を祈願するところにありとし, このことを死者の扱いおよび祖
霊の待遇の諸事実によって論証する｡ しかして人類は最初死者に対 して大なる恐怖感を抱いていたので,
この段階では未だ祖先崇拝は成立 しなかったことを明らかにする｡ 次に第二章から第五革までは, しから
ば如何なる社会的条件の下に祖先崇拝が発生するかを論 じ, その第一条件として農耕生活を挙げ, 農耕と
ともに祖先崇拝の成立 したことを, 諸々の国の原史時代について実証する｡ しかして祖先崇拝の発生を農
耕社会に求めたスペンサー以下の諸学者は, なぜに農耕社会において祖先崇拝が発生するかという問題に
は触れていないことを述べ, 農耕は人間の定住性を高めるのみならず, 家族員の生活の共同を緊密ならし

















の観念や制度 ･慣行の生じた所以を論述する｡ 最後に参考論文においては, まず京大社会学教室が戦後十
余年継続 して行なった日本の農山漁村の実態調査の報告書を資料として, 現在の日本村落民が祖先崇拝に
関して抱いている観念や態度を統計的操作によって綿密に考察し, その結果, 祖先崇拝の念の最も厚いの
が純農村であり, 漁村がそれに次ぎ, 山村と都市近郊農村が最下位にあること, また年令層の高くなるに
つれて, 祖霊に対 して手厚い態度をとることを明らかにした｡ 次に上のごとき傾向は何に起因するかを論
究して, 祖先崇拝の哀痛の社会的条件の解明に努める｡ すなわち, 国家機能の整備充実 ･資本主義の発展
･交通通信の発達等々による社会の地域的および身分的区画封鎖の崩壊は, 社会的移動を昂進せしめ, 人
間の定住性 ･家族員の共同生活 ･伝統的生活様式等々の減弱を促すために, 家父長制大家族が崩壊して近
代的小家族が急増し, 家父長権が無力化し, 家族間の慈愛と孝悌も稀薄になって, 祖先崇拝の成立存続を
促進強化した要因が何れも衰頑するがゆえに, 祖先崇拝もまた衰須する所以を論述する｡ かかる論旨を村
落調査の結果に結合し, 山村が自足性の欠如の著しいために出稼ぎその他によって都市との接触交渉に富









値する｡ しかして論述は詳細懇切であり, さまざまの事実によって実証的に進められ, 論旨は概ね肯粟に
当っている｡ 問題の性質上論究は未開社会 ･原史時代 ･古代から現代にまで及び, 洋の東西にわたるがゆ









ないので, 今後同種の調査が重ねられ, 同種の資料が堆積するにつれて, 一層妥当性に富む論断が得られ
るであろう｡ また著者は崇拝の対象たる祖霊の神聖性のごとき祖先崇拝の宗教的内実の開明においては十
分とは言い難く, この方面に研究を拡充することを期待したいが, 祖先崇拝を規定する社会的要因ないし
条件の究明においては, 従来学者が閑却していた領域を開拓して成果を挙げたことは少なからざる貢献と
認められる｡ よって本論文は文学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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